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三月の星の空（北牛）
　　　　　　　　　　　　　　　太　　陽　　系

　太陽lt月始めから双魚宮にあるが，．21日に白羊宮の原黙（即ち春分鮎）に入み此の

日が春分で，太陽の赤経も赤緯も共に察である・

　月it　滞月一6日午後8時27分　　　　下弦’一一一一IDr日午前0時20分

　　　　新月一22日午前5時29刀　　　　上弦一28日午後8　N＄54分

　　　　蓮地黙通過一一11日夕刻．　　　　近地瓢通過一23日夕刻

　水星匡瞬，東天の星・次穿；に太陽より蓮ざかり7日関々経て，22日西方最大離角

（28度）εなろ・今年中で最も太陽より遠ざかる時であり，而も光度が1等以上であろ

から槻望に［工絶好の．槻會・望蓬鏡な用ふれば，丁度孚轡型に映けてねる事が知れみ

画糧it角度にて7秒除・

　金星も曉東天の星，光度自負3等であるが次第に太陽に近付く・三10厩午雨3時に月

ミ合tなろ・月の前雫1工山羊座に，後牛ば水瓶座にあろ・

　火星も嶢の星で金星の西に位すろ・月始め山羊座の西端にあろが，月末には東端デ

星附近まで進む・光度匡1等・

　木星，gte　一・の肉限的宥の遊星であるが，月宋にに太陽に近付く爲め齪望にば不便・

　十星は丁度，蝸座の尾の北に位してみるので夜孚過ぎでないミ登って來ない・光度

lU等・

　天三E星に宵の西天にあるが光度が6等より少し小さいので双限鏡に必要・しかし滋

H太陽芝合亡なるので其の前後に齪望出窓ぬ・

　海王星に獅子座主星サゲ’レの直ぐ西に位するから見付けるのit容易・丁度夜孚頃南

申する・
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三月の星の窪（南雫）

桓　　星　　界

　桃の節旬も過ぎろピ，橡に落ちる日ざしも日毎に永く・よみがへっずこ青葉it・のこ

かな提為線に包む一

　地上の世界が春々迎へろ頃，天．．ヒの世界も亦，冬に別れな皆げてるる，

　冬の星座ナ町ナンーその大星geit肉眼でも其れ亡うなつかれ，望遠鏡で見れば規

模の廣大［：驚き・篇眞な撮れば其の複雑しテこ構遊に更に一驚を喫す一此のナ可tン．

も既に西に傾き，k天にて最大光度に輝やく恒星シリウスや2吋で見頃の二重星ヌ星

（距離17．5秒光度5・8等ど8等）等々含む大犬座も亦彼れに績き・冬の間・吾人の

眼な捌しましナこ此警の区々に・唯だ宵の西空に黄道光が輝く頃，暫し蛮た現にすのみ・

　冬の星座が西に渡するt，可成り寂箕を感じる様．こなろ・

　併し光度の強い星が少なくても，槻望すべき材料［ttまだまだ少なくない・

　見よ，春のしるしの獅子，乙女が既に東天に登ってみろでitないか！

　獅子座べ星ば二重星である・ご星間の距離も相一大であり，光度も2・2等ピ8馨であ

るから小望遠鏡に適する・二重星にに鐡蟹塵イ星がある・光度ば4・2等S一葡等，色の

封照が黄欝青で美しく・2吋級で見頃の星である・叉ナこ海蛇座エプ．点工三蓮星である・

加週期でお互の逓りな廻ってみる・併し距離が近い爲め3吋でもこ星に分れて見え

るのがやつ婁（光度が3・6等s7・8等iSlに）三星共見るには18吋が必要である・3吋が

あれば乙女廃内丈でも可成リ多数の星雲が見られろ・申にもメシヤーの49，60，61，86，

99等itagit目立って美麗である・

　雌等の星や星雲の位置奄知る爲めには古賀恒星圖があれば十分である・


